
ケヤキの移植再検討について（声明） 

2022 年 9 月 20 日、狭山市議会令和 4 年度第 3 回定例会一般質問（衣川千代子議員）に
おいて、田中徳蔵 都市建設部長から「なおこのケヤキを伐採伐根することについて様々な
ご意見を頂いていることから、改めて樹木医に業務委託として、ケヤキの状態を診断してい
ただき、意見を求めています。」と新事実に関する答弁がありました（「このケヤキ」とは入
間小学校跡地のケヤキの立ち木のこと。以下、ケヤキと称する）。これを受けて当会が調査
を行い、当会の求めに応じて同年 10 月 7日に市から公文書部分開示が行われ、市と受注者
間で取り交わされた「業務委託契約書（名称：樹木調査等業務委託）」「樹木調査等業務委託
仕様書」等文書が部分開示されました。 
この契約では業務内容として「樹木調査」「移植方法の検討と情報提供」「診断カルテ作成

および説明資料作成」の 3 項目が明記されていますが、ケヤキの現位置への残置の検討や
その際に必要な処置については明確な記載がないことがわかりました。この状況では、伐根
か移植再検討かの二択であるかのようにも受け取れ、懸念を抱かざるを得ません。移植は、
多額の費用が見込まれ同時に衰退進行や枯死のリスクが高まることは明らかであり、さら
には住民が求めるような入曽の風景ではなくなる可能性があり、最適な解決手段ではあり
ません。当会の要請※1 やこれまでに集まった署名賛同者の強い思い※2 は、移植の再検討で
はなく現位置への残置であることをここに改めて表明いたします。 
当会から市 都市建設部市街地整備課に業務内容の説明を求めたところ、ケヤキを残置す

る場合の店舗設計への影響についても成果物（市民説明資料）に盛り込む予定であることが
口頭で伝えられました。しかしこのことは今回の部分開示文書には明記されていないため、
当会は万全を期し、説明のあった残置検討が関係者間で確実に履行されるよう注視して参
る所存です。 

以上 
 

2022 年 10月 25 日 

代表 福住勇矢 
注釈 ※1） 当会が狭山市長に宛てた要請書（2022 年 5 月 30 日付）の要請内容の一項目「ケヤキの伐根中止と現位置

での保存・活用を前提に、複合商業施設の設計変更やケヤキの管理方法等についてイオンとの協議を開始

すること。」 

※2） 署名運動（オンライン署名と署名用紙）で用いている賛同内容の一文「私たちは狭山市長と狭山市都市建

設部市街地整備課に対して、『ケヤキの伐根中止と現位置での保存・活用を前提に、複合商業施設の設計変

更やケヤキの管理方法等についてイオンとの協議を開始すること』をお願いします。」 
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